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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月17日(2021.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に磁気配向された複数の主マグネット，及び前記第１方向とは異なる第２方向
に磁気配向され、前記主マグネットの間に配置される複数の補助マグネットからなる磁石
を備える永久磁石モータのロータにおいて、
　未着磁状態の主マグネットと第２方向に着磁された補助マグネットとを、円周を複数に
分割した円弧状に配列した状態で樹脂成形して分割樹脂成形部を生成し、
　前記分割樹脂成形部の主マグネットを第１方向に着磁し、
　複数の分割樹脂成形部を円周状に連結するロータマグネットの製造方法。
【請求項２】
　第１方向に磁気配向された複数の主マグネット，及び前記第１方向とは異なる第２方向
に磁気配向され、前記主マグネットの間に配置される複数の補助マグネットからなる磁石
を備える永久磁石モータのロータにおいて、
　未着磁状態の主マグネットと第２周方向に着磁された補助マグネットとを、円周を複数
に分割した円弧状に配列した状態で樹脂成形して分割樹脂成形部を生成し、
　複数の分割樹脂成形部を円周状に連結してからロータフレームに組み付け、
　前記分割樹脂成形部の主マグネットを第１方向に着磁するロータマグネットの製造方法
。
【請求項３】
　前記補助マグネットの径方向厚さは、前記主マグネットよりも薄く設定されている請求
項１又は２記載のロータマグネットの製造方法。
【請求項４】
　前記主マグネットと前記補助マグネットとが、磁気センサに対向する端面側に段差を設
けるように配列する請求項１又は２記載のロータマグネットの製造方法。
【請求項５】
　請求項１から４の何れか一項に記載のロータマグネットの製造方法により製造されたロ
ータマグネット。
【請求項６】
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　ロータヨークが位置する方向に磁気配向された複数の主マグネットと、周方向に磁気配
向されて前記主マグネットの間に配置される複数の補助マグネットとを有するロータを備
え、
　前記主マグネットと前記補助マグネットの長手方向端部の少なくとも一方には、段差が
設けられている永久磁石モータ。
【請求項７】
　前記主マグネットの長手方向の長さは、前記補助マグネットの長手方向の長さよりも長
く設定されている請求項６記載の永久磁石モータ。
【請求項８】
　前記長手方向が軸方向に一致するラジアルギャップタイプであり、
　前記補助マグネットの軸方向の一端面が、前記主マグネットの軸方向の一端面よりも軸
方向に凹んだ状態で配置されている請求項６又は７記載の永久磁石モータ。
【請求項９】
　前記長手方向が径方向に一致するアキシャルギャップタイプであり、
　前記補助マグネットの径方向の一端面が、前記主マグネットの径方向の一端面よりも径
方向に凹んだ状態で配置されている請求項６又は７記載の永久磁石モータ。
【請求項１０】
　磁気センサを備えたステータを有し、
　前記磁気センサは、ロータが回転する際に、前記主マグネットと前記補助マグネットと
の一端面に設けられた段差部分に係るように配置される請求項６から９の何れか一項に記
載の永久磁石モータ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本実施形態のロータマグネットの製造方法は、第１方向に磁気配向された複数の主マグ
ネット，及び前記第１方向とは異なる第２方向に磁気配向され、前記主マグネットの間に
配置される複数の補助マグネットからなる磁石を備える永久磁石モータのロータにおいて
、
　未着磁状態の主マグネットと第２方向に着磁された補助マグネットとを、円周を複数に
分割した円弧状に配列した状態で樹脂成形して分割樹脂成形部を生成し、
　前記分割樹脂成形部の主マグネットを第１方向に着磁し、
　複数の分割樹脂成形部を円周状に連結する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、本実施形態のロータマグネットの製造方法は、上記と同様のロータにおいて、未
着磁状態の主マグネットと第２方向に着磁された補助マグネットとを、円周を複数に分割
した円弧状に配列した状態で樹脂成形して分割樹脂成形部を生成し、
　複数の分割樹脂成形部を円周状に連結してからロータフレームに組み付け、
　前記分割樹脂成形部の主マグネットを第１方向に着磁する。
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